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法定受託事務の有無 予算区分（款 － 項 － 目）

その他（関係計画、要綱等） ながふく障がい者プラン 3-1-4 身体障がい者福祉費

事業開始の背景、経緯等 障害者総合支援法に基づき、障害福祉サービス等の提供を行う。

（両者と協働不可の場合はその理由）

（どのような事業なのか）

障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス及び地域生活支援支援事業サービス等の給付を行う。

（誰、何を対象にしているか）

障がい児、障がい者（障害福祉サービス及び地域生活支援事業の受給者数）

（対象をどのような状態にしたいか）

障がい者が住み慣れた地域で自立した生活を送ることができる。

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度
(2018) (2019) (2020) (2021) (2022)

予算 723,489 776,887 800,582 839,868 948,220

決算 616,244 697,838 762,709 815,231

人件費(B) 千円 決算 22,072 32,804 26,164 20,781

総コスト(C)＝(A＋B) 千円 決算 638,316 730,642 788,873 836,012

事業対象の数(D)
（R4年度は想定数）

人 428 464 495 501 510

対象あたりコスト（C/D)の
過去３年平均値

千円 1,360 1,475 1,553 1,612

成果指標 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度
（事業の意図を反映する指標） (2018) (2019) (2020) (2021) (2022)

目標 68 68 68 61 50

実績 67 57 42 44

（指標の設定根拠） （数値目標の根拠）

利用者1人あたりの移動支援事業の利用時間は、移動支援事業の利用し
やすさの指標となるため

（前年から指標を変更した場合はその理由）

（前年までの指標）

(成果指標等の目標に対する達成状況・分析状況や進捗状況など）

令和２年度に続き令和３年度も、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、外出を自粛する人が多
く、移動支援事業の利用人数及び利用時間数ともに減少している。

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

移動支援従事者養成研修について、市が認定した事業者による研修が実施され、従事者として活躍して
いる。従事者の中には、大学生もいる。

（改善が必要なこと、改善の方法など）

市に一定の裁量がある地域生活支援事業については、必要に応じて随時見直しを行っている。今後、移
動支援事業の対象、報酬単価について事業所からの意見も踏まえ、見直していく。

市民・民間事業者との
連携協働の可能性

民間事業者とのみ協働可
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項目 単位 区分

事業費(A) 千円

単位 区分

利用者1人・年あたりの移動支援事業
の利用時間

人

障がい者基本計画（移動支援事業の年間利用見込時間
及び利用者）により目標値を設定

こ
れ
ま
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の
振
り
返
り

目標達成状況
・分析コメント

活動エピソード

改善ポイント
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事務事業① 障がい者地域生活整備事業

活動指標 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
（事務事業の具体的な活動の指標） (2021) (2022) (2023) (2024) (2025)

見込 4,408 4,412 4,417 4,422 4,427

実績 5,275

見込 108 114 121 121 121

実績 75

見込

実績

＜備考：活動の概要（R3年度(2021)）＞
あらゆる障がい者等の相談を受け付けし、主訴を聞き取り、課題の整理及び対応を行ってき
た。障害者手帳を所持しているが、障害福祉サービス等を利用していない人の現状について
調査を実施した。

事務事業② 障がい者コミュニケーション支援事業

活動指標 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
（事務事業の具体的な活動の指標） (2021) (2022) (2023) (2024) (2025)

見込 8 8 8 8 8

実績 6

見込 5 5 5 5 5

実績 3

見込

実績

＜備考：活動の概要（R3年度(2021)）＞
令和3年度は、手話奉仕員養成講座（入門講座）全18回及び要約筆記ボランティア養成講座全
6回を開催した。手話体験講座は新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け中止した。※手
話は日進市・東郷町・豊明市と共同開催。要約筆記は日進市と共同開催。

事務事業③ 障がい者外出支援事業

活動指標 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
（事務事業の具体的な活動の指標） (2021) (2022) (2023) (2024) (2025)

見込 13 20 25 30 35

実績 20

見込 47 50 52 54 56

実績 31

見込

実績

＜備考：活動の概要（R3年度(2021)）＞

移動支援従事者養成研修について、市が認定した事業者による研修が2回実施され、９名が修
了し、従事者として活躍している。

（事業の成果を高めるための事務事業の方向性）

今後も、障がい者が自立に向けて必要なサービスを適切に利用することができるよう、随時改善、見直し等を行っていく。

（いつごろまでに事業をどのような状態にしたいか）

令和６年度までに移動支援員を30人程度まで増やし、移動支援ニーズ増加への対応を目指す。

総合計画担
当、財政担
当、行政改
革担当によ

る意見

・事業実施にあたっては、第６次長久手市総合計画の基本構想・基本計画を踏まえるとともに、長久手市みんなでつくる
まち条例の趣旨に沿ったものとなるよう留意してください。
・行政改革の重要課題事業に基づき、交通弱者の移動支援の見直しを含めた検討を進めてください。

内部意見への回答

単位 区分

(1)
【アクションプラン】
相談件数【単年】

件

(2) 個別訪問調査実施件数 件

(3)

今後の方向性 改善・見直し

単位 区分

(1)
【アクションプラン】

手話奉仕員研修参加者
【単年】

人

(2)
【アクションプラン】

要約筆記奉仕員研修参加者
【単年】

人

(3)

今後の方向性 改善・見直し

単位 区分

(1)
【アクションプラン】

移動支援事業従事者養成研修終
了者数【累計】

人

(2) 移動支援事業利用人数 人

(3)

今後の方向性 拡充
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